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令和 6 年度第２回高津区地域福祉計画推進会議 議事録 

                                                       （敬称略） 

開 催 日 時 令和７年２月２８日(金)午後２時 00 分から３時３５分まで 

開 催 場 所 高津区役所 5 階 第 1 会議室 

出
席
者
の
氏
名 

委 員 

 

 

 

若林 豊茂美（高津区民生委員児童委員協議会常任理事） 

栗田 栄治（高津区社会福祉協議会常任委員会委員） 

岸野 哲（高津区老人クラブ連合会会長） 

齊藤 孝夫（ひさすえ地域包括支援センター長） 

脇本 靖子（川崎市男女共同参画センターすくらむ 21 館長） 

行政職員 神林 高之(地域みまもり支援センター所長) 

鈴木 宣子(地域みまもり支援センター副所長) 

澁谷 倫子（地域みまもり支援センター担当部長） 

山田 敦（地域みまもり支援センター地域支援課長） 

野口 聡（地域みまもり支援センター児童家庭課長） 

宮川 真理子（地域みまもり支援センター高齢・障害課長） 

徳丸 千大（地域みまもり支援センター保護第２課長） 

香川 貴則（地域みまもり支援センター衛生課長） 

飯沢 すみ江（地域みまもり支援センター保育所等・地域連携担当課長） 

三浦 和弘（地域みまもり支援センター学校・地域連携担当課長） 

上條 敦（危機管理担当課長） 

星 和明（まちづくり推進部企画課長）※代理出席：今井担当係長 

永田 泰雄（まちづくり推進部地域振興課長） 

坂尾 康章（まちづくり推進部生涯学習支援課長） 

谷口 賢一（道路公園センター協働・利活用推進担当課長） 

事務局 

 

中山 路都 （地域ケア推進課長） 

上野 聡子 （地域ケア推進課係長） 

中島 叡 （地域ケア推進課職員） 

欠

席

者

の

氏

名 

委 員 

 

大島 隆代（文教大学人間科学部人間科学科准教授） 

木下 俊之（高津区医師会理事） 

髙橋 準三（高津区全町内会連合会理事） 

小冷 静江（高津区主任児童委員） 

小川 尚人（川崎市中部基幹相談支援センター長） 

小山 憲治（市民公募） 

行政職員 土屋 主税（地域みまもり支援センター保護第１課長） 

議 題 (1）第７期高津区地域福祉計画における令和６年度取組評価について 

●評価シートの見直しについて                      

●取組評価の報告 

（２）その他 

傍聴人の数  ０名 
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配付資料 ① 次第 

② 座席表 

③ 資料１ 第 7 期高津区地域福祉計画の評価シートの見直しについて 

④ 資料２ 第 7 期高津区地域福祉計画評価シート 

⑤ 資料３ 危機管理施策の動向 

⑥ 【参考資料 1】高津区地域福祉計画推進会議名簿 

⑦ 【参考資料 2】高津区地域福祉計画推進会議開催運営等要綱 

・第 7 期高津区地域福祉計画 本冊子 

・第 7 期高津区地域福祉計画 概要版 

 

【発言内容】 

発言者 発言要旨 

事務局 

 

事務局から開会の挨拶 

事務局から会議公開、会議録の作成と公開について説明 

事務局 

 

議事１ 第７期高津区地域福祉計画における令和６年度取組評価について 

【資料１】に基づき、第 7 期高津区地域福祉計画の評価シートの見直しについて、説明 

事務局 議事１ 第７期高津区地域福祉計画における令和６年度取組評価について 

【資料２】に基づき、基本目標１に紐づく取組評価について、説明 

岸野委員 認知症サポーターの人数について、高津区は少ないという話を聞きました。開催回数

も大事であるが、人数を増やすことも必要なのではないでしょうか。 

山田課長 今年度の認知症サポーター養成講座の受講人数は、取組№47 に記載のとおり１１月

末時点で 256 人となっています。講座の開催だけでなく、人数を広げていけるよう取

り組んでまいります。 

岸野委員 老人会では、毎月、理事会と会長会を開いているため、シニア向け講座の御案内等を

提供してもらえれば、お知らせすることは可能ですので、ご活用いただければと思いま

す。 

坂尾課長 御協力をお願いする機会があるかと思うので、その際はよろしくお願いします。 

栗田委員 町内会活動応援補助金は、非常に役に立っているところです。今後、減額や廃止の予

定等がありましたら教えてください。 

永田課長 現状、本制度の廃止予定はありません。 

栗田委員 高齢化が進んでいる中で、７５歳以上の一人暮らしの方には、民生委員の方々が良く

やってくれています。現状は、９０歳以上の夫婦や、マンションに住んでいる高齢者の方

などもおり、今後はますますそうした方々への取組が必要になってくるかと思います

が、現状の取組や今後の予定などありましたら、教えていただきたい。 

中山課長 高津区におきましては、マンションのつながりづくりに係る取組を実施しており、交流

会などを通して、つながりを作ってまいりたいと思います。 

一人暮らし世帯の高齢者に対する取組につきましては、見守りネットワーク事業の中

で、新聞や郵便物がずっとポストに溜まっている場合などに区役所等へ連絡をいただい

た際に、状況の確認を行う取り組みを行っていますが、今後は、もう少し重点的に行っ

ていくことも必要であると考えています。 



 3

発言者 発言要旨 

栗田委員 今すぐにどうこうというわけではないのですが、今後、町会や民生委員だけでは、手

が回らない状況になるかと思いますので、他にサポートできる方々を広げていかないと

いけないと思います。 

中山課長 川崎市といたしましても、高齢者が増えていき、民生委員が限界に来ているというと

ころも把握しており、今後、つながりづくりに係る取組の実施を考えており、地域の方々

のお力を借りながら取り組んでいきたいと考えておりますので、その際はよろしくお願

いいたします。 

事務局 【資料２】に基づき、基本目標２に紐づく取組評価について、説明 

脇本委員 ホッとこそだて・たかつについて、利用者からの意見を紹介させていただきたい。こ

の冊子は、配布のタイミングが母子健康手帳交付時となっているので、交付を受けた年

は情報を把握できるが、翌年以降、内容が更新された際の情報が把握しづらいとの話が

ありました。例えば、保育園が活用しているアプリなどで定期的に情報が配信されるな

ど、保護者の方が普段使っている中に情報があると良いのではないかとの意見があり

ました。 

中山課長 貴重な御意見ありがとうございました。その点も踏まえ、改訂など行ってまいりたい

と思いますので、引き続き御協力よろしくお願いいたします。 

齊藤委員 先日、ケアマネージャーとの話の中でヤングケアラーの話が出ました。精神疾患を抱え

ているわけではなく、普通のお子さんが介護の様子を見て落ち込んでしまう方がいると

の話がありました。そうした方々に対してのちょっとした相談窓口に関するチラシなど

があれば、配布させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

中山課長 ヤングケアラーにつきましては、新たな課題としてどのように対応していくのが効果

的なのかというところから、検討しているところです。 

事務局 【資料２】に基づき、基本目標３に紐づく取組評価について、説明 

若林委員 年に１回行っている主任児童委員と保育園の先生方と情報交換会の中で、不審者情

報が中々手に入らないという声がありました。小学生のきょうだいがいる方は、小学校

から情報が届くため確認ができるが、保育所の方はタイムリーに情報を入手することが

できないとのことでした。本日ご説明のあった「みんパト」について、区内の保育園に周

知いただけると、保育園がお散歩のコースを変えるなど、危機管理の面からの対応にな

るかと思いますので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

飯沢課長 ご意見ありがとうございます。行政経由だと情報が遅れてしまうことがあるので、施

設長連絡会などを活用して、周知させていただこうと思います。 

栗田委員 令和元年度の台風による水害で亡くなった方もいました。現在は、近隣の中学校が避

難所に指定されていますが、緊急時には、一時的に近隣の別の福祉施設や企業等に避

難できるような体制が進んでいくと良いと思います。例えば、地震の時などは、避難所

に行く道中でけが人がでることもかなりあるかと思いますので、今すぐでなくてもいい

ので、進めていただければと思います。 



 4

発言者 発言要旨 

上條課長 ご意見ありがとうございます。避難所につきましては、地震時、風水害時ともにそれ

ぞれ考え方があり、公共施設、福祉施設など、利用用途によって、避難場所や収容人数

の制約もあります。また、避難所の指定につきましては、高津区だけでなく、全市的な考

え方で指定されるものとなっております。ご意見いただいた内容につきましては、今後

の検討する材料として受け止めさせていただきます。 

事務局 【資料２】に基づき、基本目標４に紐づく取組評価について、説明 

岸野委員 全体通しての意見となりますが、老人クラブは、現在、高津区で４７団体ですが、令和

７年度には、会長のなり手がいないなどの理由で、２団体ほど減る可能性があります。な

くなってしまったところの会員はどうなるのかという問題に対し、市労連からは、高津区

の中の老人クラブがない地域の方を集める広域老人クラブという提案を受けました。そ

うした広域のものに対して、サポート体制のようなものをつくっていただけるのかお伺

いしたい。高津区の中の老人クラブがない地域の方々への広報として、老人クラブ単位

であれば、手紙や訪問などで対応できます。 

宮川課長 現時点で、対応策について、お話しできるところがなく、申し訳ないのですが、老人ク

ラブの数が減っていることにつきましては、こちらとしても課題として感じているところ

ですので、高齢・障害課としても広報への協力など、何らかの形でお手伝いをさせてい

ただければと思います。 

事務局 

 

議事２ その他 

【資料３】に基づき、危機管理施策の動向について、説明 

（意見なし） 

事務局 

中山課長 

以上ですべての議事は終了となりますが、全体を通して御意見等ありますか。 

齊藤委員 本日、配布されている「高津区ソーシャルデザインセンター通信」のご説明はあります

か。 

今井係長 本日配布させていただいているのは、基本目標３にも位置づけられております「高津

区ソーシャルデザインセンター」の活動状況の広報紙でございます。ホームページや

Facebook などでも情報発信を行っておりますが、広い世代に活動を知っていただく

ため、紙の媒体でも作成しており、町会の総会など様々な場で配布をさせていただいて

います。また、ソーシャルデザインセンターの関係者だけでなく、委託先の「高津総合型ス

ポーツクラブ SELF」が関わるイベント、「まちかつフェス高津」や久本小学校で行った

「たかつ de 笑顔！ファミリースポーツ縁日」など様々な場に出向き、広報をしておりま

す。 

（意見なし） 

事務局 

中山課長 

その他よろしいでしょうか。これをもちまして、令和６年度第２回高津区地域福祉計画

推進会議を閉会いたします。 

 


